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述されたものである．また子守学校と女工学級の連関を

も社会経済的な視点からとらえている．

また，国家主義・資本主義・近代化の進行のなかで，

教育から遠ざけられた学齢女子のための子守学校・女工

学級の成立は，それ目体，彼女らを犠牲とすることによ

ってはじめて可能であった教育制度に対する批判であ

り，かつ消極的な抵抗であったこと，また，貧しい教育

のなかにも人間の解放，教育への目覚めをもたらすもの

があること－こうした問題もまた神津論文の主題の根底

に秘められている重要な思想史的問題があるが，その背

景となる諸事実もまた：この論文に鮮明に展開されてい

る．

なお,学齢外就学者中の６歳以下就学者,および子守学

校の幼児の教育問題と，幼稚園との関係，１４歳以上就学

者と実業補習教育の関係，長野県における自由民権運動

の教育問題における思想的裏付けと教育解放の実践にお

ける限界などの指摘も，とくにそれが地方教育史の実証

的研究の背景の上に行われている点で，神津論文の一つ

の特徴と算えることができる．

以上のように，神津論文は，近代教育史研究における

未開拓の分野を開発し，とくに不就学者・不完全就学者

の実態を明らかにしたものとして，学界へのすぐれた寄

与の一つに数えることができるまた，県段階における

地方教育行政の研究としても新しい研究であると評価す

ることができる．

したがって，この論文は，筆者が十分に教育学博士の

学位を授与されるに値いすることを示すものと認められ

る．

の相対的関係を記述する`眼一頭部系'との選択が課題と

なり，また，視空間の動力学的過程については運動対象

相互の動力学的過程に注目する記述が次第に運動空間の

関係系の成立に関する記述に展開した点が指摘されてい

る．

第２章では実験に入り，暗室内に単一運動光点を提示

し，それの凝視追跡中に生じる視的軌道の湾曲が吟味さ

れる軌道の湾曲は実際の運動路が連続，不連続何れで

あっても成立するが，運動の持続時間，休止時間などの

時間的条件に大きく影響されること，また運動路の方向

によっても変ることが雁められ（実験１），運動開始後，

一定間隔で運動出発点，軌道中間点，運動消失点でそれ

ぞれ異った変位とそれの生じる時間的経過が明らかにさ

れ，これらの事実から軌道の湾曲が眼球の飛越運動でな

く滑動運動にもとづくことが指摘される(実験２，３，)．

結果の考察から絶対的移動の知覚の記述が`眼一頭部系，

の視覚機能に求められる点が述べられる．

第３章では多数個の運動光点の視的様態が実験され

る．先づ２光点の等速運動が吟味され軌道の湾曲が認め

られたが，両光点が互に一点に収束，または一点から離

散する場合には総じて`像一網膜系'の視覚機能，または

運動光点相互の動力学的過程に記述を求めることができ

るが，各光点が互に逆向きに進む運動では個々に過會切な

記述系を選ばざるを得ないことが示される(実験４)．次

に３光点，４光点の運動軌道の変容が検討されたが，各

光点が同時に等速度で同方向に運動する場合（等速度条

件)，一点に収束，または一点から発散する場合(等速度

勾lid条件）には光点群は単一体として運動し（単一移動
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論文審査の要旨

運動視に関する実験心理学的研究は今世紀初頭兀仮現

運動についてのゲジタルト心理学を中心にした活発な報

告がなされてから久しいが，実際運動，殊に運動軌道に

関する報告は比較的少かつだ．近来，実際運動について

速度視と軌道視との両面の研究について関心が高まって

来た．本研究は実際運動の軌道視を組織的に扱ったもの

である．

論文は第１章問題の提起と方向づけ，第２章絶対

的移勤の知覚，第３章相対的移動の知覚，第４章総

括的考察の諸部分から構成されている．

第１章では従来の運動視研究が概観され，それらの立

場が視覚的機能に記述の系を求めるものと視空間の動力

学的過程に記述の系を求めるものとの２つの流れとして

把握されることが述べられる．視覚的機能については網

膜面に対する像の変位，像自体の内部の相互の変位を記

述する‘像一網膜系，と眼球の運動による網膜像の変位

と眼球運動を指令する頭部中枢からの指令情報コピーと



空間のI1il)力学的過程に記述の基礎が置かれ，絶対的移動

の知覚では`眼一頭部系､の視覚機能が記述の基準となる

ことが論じられている．

本研究の成果は１）従来，単一対象と複数対象の視的

運動軌道の研究がそれぞれ異った条件下で実験され，比

較を難しくていたのに対し，これを同一条件下で組織的

に実験し，実際運動のllｿL道視の面で絶対的移助の知覚と

相対的移動の知覚とを関連づけている．２）絶対的移動

の知覚では運動軌道の変容が空間的条件よりも時間的条

件に一層，依存することを確め，その際・凝視追跡下の

定位判断の時間的経過が生理過程の知覚と一致し得るこ

とを示唆している．３）イⅡ対的移動の知覚では運動対象

の個数，運動方向，速度，周IUHこ関する条件を詳細に検

討し，従来の実験結果との照合がなされているが，それ

ぞれの条件下の結果について記述系の範囲と限界を指摘

している．

実験は実際運動の軌道視を総て明にしたものではな

く，それぞれの結果を記述する系間の関連を明確に系統

づけたとはいえないが，上述の成果は実際運動の軌道視

の研究の状況からみて評価されるものである．

本,諭文によって著者は文学博士の称号を授与されるに

IlliIするものと認める．

態)，何れかの光点が残余の光点と異る方向に運肋する

ときには顕著な部分運動と比較的不明確な全体運動とに

分裂して知覚される(分裂移動態)．分裂移動態で水平に

配列された光点群の両端の光点が同方向に運動するとそ

れらが枠組象となって静止し中間の光点が著しい部分運

動をます．それらが異方向に運動すると同一または類似

の方向をとる運動光点がまとまって幾つかの部分j1Immlか

知覚される(実験５)．両端に位償する運動光点の枠組象

の機能をさらに吟味するため．水平に運動する光点を挾

んで上下に水平，垂直，斜方向の何れかの条件で一対の

運動光点を附加提示し，種々な周期で正絃運動を往復し

た．結果は附加運動により包lJ11関係の配置がなされてい

ても周期ある限界を越えると枠組みの効果が生じないこ

と，また，それらが運動方向によっても異なることを示

した(実験６)．

単一移動態の知覚では`像一網膜系'による像、体内部

の変位を記述する視覚i機能が，分裂移動態の知覚では部

分運動やＩＪＩ&組糸の成立を記述する運動対象間または視空

間の動力学的過程が記述の篭準となることが述ぺられて

いる．

第４章では実験結果を通して記述系との関係か従米の

運動視研究との照合を含めて改めて総括されるが，ホ'１対

的移動の知覚では運動対象の個数が噌加するに従って視

としてデンショ，<卜を川いた動物実験の分野で，この視

点からの(ﾘ}究Iま１）単一ＩｌｉＩ激i;111練後般化勾配２）継時弁

別訓練後般化勾配の頂点移動３)抑制性iljll御４）冗長な

手がかり場面での注意５）行動対比６）無誤反応継時弁

別の六つの課題を中心に進められたが，これらの領域で

の研究成鵬は学習の代表的連合論であったHull-Spence

の理論の改訂を必至としたにも拘らず，興奮・抑制とい

うそこでIⅡいられていた連合論的概念がL咄在も使用され

ている点が指摘される．続いて，オペラント条件づけ，

殊にフリーオベラントによる動物実験の本来の問題提起

が連合論と認知論の対立を止揚する意図にたつものであ

ったとし，刺激性制御に関する諸研究の成果を操作的に

関連づけるため，従来の研究で1K〈落していた部分を明確

にし，これを埋めるべくの実験が計画された所似が述べ

られる．

Ⅱ実験ではデンショペトにおける色光次元を主とした

刺激性Iljll御に関する|兀1つの実験が報告される．

実験ｌでは，単一刺激(''１練後テスト刺激を無'1J為に

提示する櫟準的消去手続ではなく，訓練刺激を次第に近
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論文審査の要旨

本論文はオペラント条件づけにお'十る刺激IflI制御の１１１１

題という表題の下にＩ問題，Ⅱ実験，Ⅲ論議の三部から

構成されている．

Ｉ問題では伝統的学習心理学で扱われていた刺激の般

化と弁別という二つの側面が実験的行動分析の視点から

のオペラソト条件づけにおいて＃'１激性制御という概念に

よって統一的に記述されることが縮じられる．近来，主


